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【目　的】
　能動喫煙はもちろんのこと受動喫煙においても副流煙の害
があることは明らかであり，特にタバコアレルギーの人たちに
とっては，タバコの煙や臭いは耐え難い苦痛だと思います．
このような人たちにとって，職場の敷地内禁煙は当然の希望
条件であると考えます．全国のこども病院の中で，幾つかの
施設においては「子供たちを受動喫煙から守るため，禁煙
支援，防煙教育などによるタバコ対策」が採用されていま
す．更に，産婦人科施設においては喫煙妊婦への禁煙指
導をするうえで敷地内禁煙化が必要不可となってきています．
　当院は，2017 年４月より敷地内禁煙化を実施することがで
きましたが，それまでは国内のこども病院で唯一の未実施施
設でありました．そのような不名誉な状況を改善するため，
2016 年度に病院全職員に対してアンケート調査を行い，喫
煙の有無，職場での喫煙状況，能動・受動喫煙の害の認
識，敷地内禁煙化の是非などについて質問しました．今
回，そのアンケート調査結果と，その後の当院における敷地
内禁煙化実現へのプロセスについて報告し，敷地内禁煙化
を検討している他施設の方々への参考にしていただければと
幸甚です．

【対象と方法】
　当院に勤務する職員全員 520 名に対してアンケート調査
を行い，385 名から回答を得た．アンケートの内容は下記の
通りである．
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【敷地内禁煙化に関するアンケート】
　タバコの煙には多くの有害物質が含まれ，喫煙者の健康
だけでなく，受動喫煙の害が非常に重大であることが分かっ
てきており，病院や教育現場では敷地内禁煙化が一般的に
なってきている 1 , 2 , 3 ．そこで，健康を守る医療人として，特
にこども医療に携わる職員として，社会的な使命・立場を考

　
えたときに，当院全員で現状よりも厳しい喫煙のルールを考え
ていく時期になっていると思います．全国のこども病院で敷
地内禁煙化が実現する中，当院のみが実施未定でありま
す．本アンケートは，院内自主研究「当院敷地内禁煙化に
ついてのアンケート調査の実施と禁煙対策の検討」として，
院内の喫煙に関する現状を把握し，禁煙対策に対する意
見を集計し，参考資料とするために全職員にご協力いただ
きたいと考えています．何卒よろしくお願いいたします．
（集計したデータは研究発表の資料として利用させていた
だく予定ですので、ご了解下さい）
　問いの当てはまる番号 , アルファベットに○印をつけ，空
欄に文字，数字を記入してください．（回答時間は約５分）

問１．あなたは，（１.男性，２.女性） 
問２．あなたは， 
　　（１.20 歳代  ２.30 歳代， ３.40 歳代， ４.50 歳代～）
問３．あなたは，
　　（１. 医師，歯科医師 ２. 看護部，助産婦 ３.１.２以
　　外の医療部（薬剤師 , 検査部 , 放射線部 , 理学療法
　　部 , 臨床工学部 , 栄養士など  ４. 事務部， ５. 派遣職
　　員等  ６.その他）
問４．あなたは，タバコを吸いますか？　
　　　１．吸う　　　　　　　　　　→（問５へ）
　　　２．過去に吸っていたが止めた
　　　　　（止めてから　　年）　　　→（問６へ）
　　　３．吸わない　　　　　　　　→（問７へ）
問５．喫煙者の方へ
　　　１）１日に何本吸いますか ?　　　　（　　　）本
　　　２）何歳位から、吸い始めましたか ?（　　　）歳
　　　３）自宅での喫煙場所について
　　　　　a．どこでも吸える
　　　　　b．吸える場所が限られている
　　　　　c．家の外でしか吸えない
　　　４）なぜ、タバコを吸うのですか ?　（複数回答可）
　　　　　a．ストレス解消
　　　　　b．癖だから 
　　　　　c．リラックスしたいから・ほっとしたいから  
　　　　　d．考えがよくまとまるから
　　　　　e．眠気防止にいい    
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　　　　　f．好きだから
　　　　　g．ニコチン中毒だから
　　　　　ｈ．止めたくても止められないから
　　　　　i．その他　（　　　　　　　　　　　　　)
　　　５）過去に禁煙しようとしたことがありますか？
　　　　　a．あります（   　回位）
　　　　　b．ありません
　　　６）これからの禁煙についての気持ちを伺います
　　　　　a．できれば禁煙したい
　　　　　b．勤務中は禁煙したい
　　　　　c．禁煙するつもりはない
　　　７）喫煙することで、将来、病気になるのではない
　　　   かという不安はありますか ?
　　　　  a．ある　ｂ．少しある　c．全くない→（問７へ )
問６．タバコをやめた方へ
　　　１）禁煙するまで１日に何本吸っていましたか ?
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）本
　　　２）何歳位から、吸い始めましたか ?　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　） 
　　　３）禁煙したのは、何歳ぐらいですか ?　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）歳 
　　　４）なぜ，タバコを吸ってたのですか ?　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
　　　　　a．ストレス解消
　　　　　b．癖だから
　　　　　c．リラックスしたいから・ほっとしたいから   
　　　　　ｄ．考えがよくまとまるから
　　　　　ｅ．眠気防止にいい    
　　　　　f．好きだから
　　　　　g．ニコチン中毒だから
　　　　　ｈ．止めたくても止められないから
　　　　　i．その他　（　　　　　　　　　　　　　)
　　　５）禁煙のきっかけは?
　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　６）禁煙の方法は？
　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　７）禁煙成功後、タバコを吸いたくなったことはありま
　　　   すか ?
　　　　  a．ある　ｂ．少しある　c．全くない→（問７へ )
【全ての方に】
問７．病院内で，タバコの事で，困ったり不快に思ったりす
　　  ることがありますか
　　　　　 a．感じない 　ｂ．ときどきある　c．よくある
（それはどんな時ですか：　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     )
問８．タバコで不快に思うことはどんなことですか
　　　　　 a．タバコのにおい

　　　　　ｂ．口臭
　　　　　c．髪の毛や衣服の悪臭 
　　　　　d．目に対する刺激 
　　　　　e．吸い殻の始末が汚い
　　　　　f．その他　（　　　　　　　　　　　　　)
問９．困ったときや不快に感じたときに，相手に止めて欲し
　　  いと言えますか
　　　　　a．言えない
　　　　　ｂ．ときどき言う 
　　　　　c．いつも言う 
　　　　　d．その他　（　　　　　　　　　　　　　)
問１０．喫煙の際には，主流煙と副流煙がありますが、知
　　　 っていますか？
　　　　　a．知っている
　　　　　ｂ．名前だけ知っている
　　　　　c．知らない 
問１１．副流煙は気になりますか？
　　　　  a．はい 　ｂ．いいえ　c．わからない
問１２．副流煙や受動喫煙が妊婦へ悪影響を及ぼすと思い
　　　 ますか？
　　　　  a．思う　ｂ．思わない　c．わからない 
問１３．副流煙や受動喫煙は乳幼児突然死症候群の発生
　　　 率に関係すると思いますか？
　　　　  a．思う　ｂ．思わない　c．わからない  
問１４．全国の公的機関のこども病院で当院のみが敷地内
　　　 禁煙化を実施してないという現状をご存知でしたか？
　　　　  a．知っていた　ｂ．知らなかった 
問１５．私たちの病院の禁煙対策にどのような規制を望みま
　　　 すか？
　　　 １．（現状維持）現状で十分である
　　　 ２．（職員のみの敷地内禁煙化）医療従事者とし
　　　 　　て当然の時代の流れである。
　　　 ３．（全員の敷地内禁煙化）こども病院は病気を治
　　　 　　すところであり，より厳しい規制をすべき。
　　　 ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　)

◎その他、要望や意見を教えて下さい．
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【結　果】
アンケート調査結果を図 1～図 3に示す．
図 1：問 4；喫煙者が６％であった．
　　  問 5；喫煙者の60％が禁煙を検討している．
　　  今後も喫煙継続を検討しているのは全職員の約３％に
　　  過ぎなかった．
　　  ➡約３％の人のために敷地内禁煙を継続すべきか ?
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図 2：問 7；タバコで不快に思ったことがある人は 63％であ
　　　　　  った．
　　　問 9；相手に「止めて欲しい」と言えない人が 78％
　　　　　  であった．
　　　問 11；副流煙が気になる人は90％であった．
　　　問 12；副流煙が妊婦へ悪影響を及ぼすと思う人が
　　　　　    97％であった．
　　　➡多くの人が，タバコを不快だと感じていても中止を
　　　　提言できないことが判明した．どうして?

図 3：問 15；全員の敷地内禁煙化を希望する人が 63％で
　　　　　    あった．
　　　　　    職員のみの敷地内禁煙化を希望する人が
　　　　　    18％であった．
　　　➡約 80％の人が敷地内禁煙化を希望した．
　　　問 16；肯定的な意見，否定的な意見を列挙する．
　　　➡こども病院の責務は何でしょうか ?
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【考　察】
➡約３％の人のために敷地内禁煙を継続すべきか ?
➡多くの人が，タバコを不快だと感じていても中止を提言でき
　ないことが判明した．　
　　どうして?
➡約 80％の人が敷地内禁煙化を希望した．
➡こども病院の責務は何でしょうか ?
　こども病院は，こどもや妊婦さん，そしてその家族の健康
と幸福のために寄与する施設であるべきだと考えます．多く
の人がタバコを不快だと感じ，約 80％の人々が敷地内禁煙
化を希望しているのに，約３％の人々の意見で敷地内禁煙
化が実現できないのは，不条理であります．

【まとめ】
　アンケート調査の結果から，敷地内禁煙化について病院
スタッフに周知することができたのは大きな成果であった．ア
ンケート結果をもとにして平成 29 年 1 月から病院長・事務
局長と筆者で協議を重ねたが前向きな回答は得られなかっ
た．結局，県病院局の裁量にて平成 29 年 4月1日から敷
地内禁煙化が実施されることとなった．　
　今回のアンケート調査の実施が実現化の契機となったと考
えている．敷地内禁煙化については，平成 27 年 3 月に筆
者が院内管理診療会議にて議題提出し，実現依頼をした
ことがスタートであったが，その後，2 年の歳月を要した．今
後は，県内外の他施設の制度や政策など優れた点につい
てはもっとスピード感を持って，早期に導入実現できるような

病院運営を行っていただきたいと思う次第です．
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